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Logo 障がい者雇用によるダイバーシティ経営戦略

２０２０．６．１９

株式会社C to B

～インクルージョンによる化学反応とイノベーション～
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Logo １.弊社の概要

◼障がい者雇用によるダイバーシティー経営コンサルタント

◼経営理念

障がい者雇用によるダイバーシティ経営で、イノベーションを。

「例え障害が有っても、その特性に応じた職場環境を構築す
れば戦力になり得る」を信念に、チャレンジドが輝いて働ける
ユニバーサル社会の実現を目指します。

◼社名の由来

ＣtoBとは、Challenged to Businessの略

ＤｉｓａｂｉｌｉｔｙからＣｈａｌｌｅｎｇｅｄへ

「障がい者から挑戦するチャンスを与えられた人」

◼ ＨＰ：httpｓ://www.ctob.jp
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http://ctob.jp/
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Logo ２.現状と背景
① 少子高齢化による労働人口の減少

② 政府によるダイバ－シティ構想

少子高齢化は、ＧＤＰマイナス要素

◼一億総活躍社会

◼女性の活躍出来る環境整備

女性活躍推進法施行

◼外国人雇用拡大

特定技能在留資格制度

◼障がい者雇用の促進と強化

改正障害者雇用促進法の施行
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Logo ３.少子高齢化による生産人口減少

◼ 生産人口（１５～６４才）は、 １９９５年をピークに減少

◼ ２０～５９才では、さらに顕著

◼ 団塊の世代も７０才以上に 4
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Logo 出生人数の推移

◼ ２０２０年成人１２２万人に対し、２０１６年初めて１００万人を割り９７万人、
その僅か３年後の２０１９年出生８６万人

◼ 少親化による少子化が加速

◼ 政府施策が成功しても、成果は２０年後

◼ 求人を出しても、応募がない？。人件費、求人費の高騰が予想される 5
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Logo ４.障がい者雇用の現状と就労状況
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１７２万人

身体
３９３万人

知的
７４万人

精神
３２０万人

障がい者総数

７８７万人

うち就労可能推定者数
３２３万人

全企業が２.２％雇用達成し
た場合の不足人数３万人

精神障がい者数が身体障がい者より多いが、雇用数は少ない→今後急激に増加
１８～６０才４２年間の社会保障費総数 約７７百万円/人
同期間、最低賃金で働いた場合の所得税納付 約１２百万円/人
約８９百万円の財政再建に寄与→社会課題の解決へ
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２０１６．４ 改正障害者雇用促進法施行

２０１８.６.１現在の状況

民間企業雇用率平均 ２.０５％

法定雇用率達成企業 ４５.９％

障がい者雇用数 ５３５千人

（身体障がい者３４０千人、知的障がい者１２１千人、精神障がい者６７千人）
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５.障がい者雇用の推移
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Logo ６.改正障害者雇用促進法施行

障害者権利条約（国連）の批准に向けた対応

２０１６．４．１施行 禁止規定、罰則無し

1. 障がい者に対する差別の禁止

◼募集・採用の機会

◼賃金の決定、教育訓練の実施、福利厚生施設の利用など

2. 合理的配慮の提供義務

◼採用・募集の配慮（本人の申出）

◼施設の整備、援助者の配置など（採用後は雇用側確認）

3. 相談体制の整備

◼必要な体制整備、プライバシー保護の措置を講じ、通知
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4. 苦情処理・紛争解決援助

◼雇用障害者からの苦情を自主的に解決することを
努力義務

◼紛争は、紛争調整委員会による調停や労働局長に
よる勧告

5. 法定雇用率算定基礎の見直し

◼精神障がい者の雇用義務化

◼法定雇用率の原則５年ごとの見直し

２０２３．３末まで激変緩和措置

現行２％と改正雇用率との間で政令にて指定
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Logo ７.障がい者雇用促進の政策推移
◼ １９７６ 法定雇用率義務化１.５％

納付金制度創設

◼ １９８７ 特例子会社制度法制化

◼ １９８８ 雇用率１.６％

◼ １９９７ 知的障がい者義務化

法定雇用率１.８％

◼ ２０１３ 法定雇用率２.０％

◼ ２０１５ 納付義務２００→１００人

◼ ２０１６ 改正雇用促進法施行

差別禁止、合理的配慮

◼ ２０１８ 精神障がい者義務化

法定雇用率２.２％

精神障がい者短時間勤務

０.５→１人（３年間）

◼ ３年内に雇用率引上（２.２％→２０２１年２.３％）

２０２３年以降に２.５％？ 10

法定雇用率の推移
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Logo ８.障がい者雇用の経営戦略化
～中期障がい者雇用計画～

◼社会貢献、CSR→経営戦略としての障がい者雇用

ＰＤＣＡによる計画の進捗管理

◼法定雇用率達成の量的目標→戦力による質の向上

◼少子高齢化対策としての安定的労働力確保

障がい者が出来る仕事は障がい者に任せ、

健常者はもっとステップアップした、マルチタスク

な仕事に従事

◼全社問題としての経営課題認識に

人事部だけの問題にしない

◼障がい者雇用のプロフィット化
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Logo ９.チャレンジド・プロジェクト・チーム結成

チーム結成の目的

◼ 縦組織を横断することで全社案件化

◼ 障がい者雇用の基礎知識習得

ノウハウを社内に共有

◼ メンバー

◆ボトムアップ・タイプ：草根の運動

人事部課員と障がい者に理解の有る方

（当事者、身内に障がい者が居る方、雇用経験者など）

◆トップダウン・タイプ

１次メンバーは各部門長、２次メンバーは実務責任者

◼ PDCAによる進捗管理

配属先へのフォロー
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Logo １１.雇用計画のＰＤＣＡの展開案

展開案
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全体計画立案

全体計画の見直し

計画に基づく

実戦

職場における課
題整理と具体的
対応策の検討

現場レベルでの
改善活動の実践

Ｐｌａｎ

ＲｅＰｌａｎ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

現場対応力の強化
不安感の払拭

全社的活動強化

業務の切り出し
マニュアル作成
就労前実習
トライアル雇用
など

振返り
面談など



Company

Logo １３.インクルーシブ環境での化学反応

◼みんなで支え合う環境が出来、コミュニケーション
が増えて職場環境が改善した

◼真面目にコツコツ働くのを見て、働くことの意義を再
認識させられた

◼聴覚障がい者とコミュニケーションを増やしたい

手話教室に通った

社内で手話教室を開催した

健常者のモチベーションがアップした（ＥＳアップ）
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Logo １４.イノベーション
◼ 障がい者雇用をきっかけに業務を見直した結果、

無駄な業務の廃止や縮小で効率化を図れた

◼ 障がい者が健常者以上の能力を発揮

健常者よりも高い集中力で、検品精度がアップした

◼ 本来健常者は何をすべきかを考えるようになり、業務の再棚卸し

◼ 接客に出る時間が増えた（ＣＳアップ）

◼ セールスに出る時間が増えた（売上アップ）

◼ ステップアップした仕事着く為に、社内異動

◼ 私語が減り、生産性がアップした

◼ 結果として、コストでは無く、プロフィットに

15



Company

Logo １５.（株）ロイヤルホテル事例
◼ ２０１６年７月 プロジェクト開始（ボトムアップ・タイプ）

法定雇用率は既に達成していたが、精神障がい者雇用検討

新たな職域開発で、労働人口減少に対応

◼ 障がい者雇用数４４名（うちプロジェクト採用９部署１７名）

雇用率２.９７％
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◼ プロジェクト採用者数と職種

管理部：５名 郵便物集配送・伝票処理

その他庶務に付随する作業

客室アメニティー配送

レストランでの食器類点検作業

館内清掃

購買部：３名 貯蔵品管理（各種雑貨・必要商品の補充・伝票入力）

制服交換作業（洗濯受付・返却・伝票処理）

納品検品
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品質管理部：２名 お客様の声（お褒めやお叱りに対するお礼お詫び）返信他

調理部製菓：１名 レストラン・販売用ケーキ作成

（材料準備・作成・仕上・ラッピング）

ｽｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ：１名 シャンプーリンス類・化粧品類補充

PC入力

ﾍﾙｽｸﾗﾌﾞ ：１名 シャンプーリンス類・化粧品類補充

清掃・他

ｶｰｻｰﾋﾞｽ課：１名 駐車場の清掃・車間の白線引き・他雑務

料飲部ﾘﾓﾈ： ２名 食器洗浄・備品管理

宿 泊 部： １名 ルームサービスでのワゴン回収
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Logo
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2018/1/10

毎日新聞夕刊
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Logo １７.京阪ホテルズ＆リゾーツ（株）事例

経済産業省2020年「新・ダイバーシティ経営企業100選」受賞

京阪ＨＤグループ初、大手ホテル会社で２社目の快挙

１０５社応募、大企業７社のみ受賞
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◼ 背景
インバウンド需要を見込んでの、
新規ホテル建設ラッシュ
ホテリエのヘッドハンティング
労働人口減少による採用難

働き改革
ダイバーシティ推進

◼ ２０１８．９ プロジェクトスタート（トップダウン・タイプ）
１２名採用（琵琶湖Ｈ６名、京都タワーＨ３名、カフェテル３名）
雇用率３.２％
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■プロジェクト開始後の採用者数と主な職種
⚫ 宴会：１名 ナフキン折り
宴会とレストラン各店舗でしていたナフキン折り作業を集約
各現場の依頼・納品・在庫管理までの仕組を構築
琵琶湖ホテル内の全セクションで5,000枚/月
→2019年10月は10,500枚/月

現場スタッフの残業減、接客時間増
⚫ 客室：４名 客室清掃、ベッドメイク（カフェテル）

インスペクション（琵琶湖Ｈ）
外注先清掃業者による清掃完了後のチェック
拘りが強いので、髪の毛１本まで見つける

ＣＳ向上
⚫ 人事：1名 データー入力
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⚫ 宿泊：３名 ホテルシステム入力、カードキーのエントリー

エージェントからテレックス、ファックスで送られてきた団体

の宿泊者名簿を、ホテルシステムに入力

カードキーに部屋番号をエントリー

キーと朝食券、ホテル案内などを封筒詰め

健常者の社員は、

今まで出来ていなかった業務の洗い出しを実施

セールスに出ることで、売上増

接客に出ることで、ＣＳ向上

⚫ 調理補助：１名 盛り付け

⚫ 営業企画：1名 ＨＰメンテナンス、ちらし作成

⚫ レストラン：1名 スチュワード業務 21
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